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名 

 

    美 術 Ⅰ 

 

 学科・学年・学級   普通科・1学年・全クラス（選択） 

 単   位   数 2単位（週２時間） 

  使用教科書・副教材等 〔教科書〕高校生の美術１ (日本文京出版) 

 

１ 学習目標 

○ 美術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を養い

ます。 

○ 美術や芸術文化への理解を深め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解

を深めます。 

 

２ 学習方法 

  美術Ⅰでは、生涯にわたって美術を愛好し、美術と共に心豊かな人生を過ごすための基礎作りに 

取り組みます。表現することの楽しみはもちろん、デザインなど生活に関わる様々な分野の表現に 

触れ、鑑賞することで文化や表現の多様さを学んでいきます。美術を通して、自分の心を見つめ、 

  感性を豊かにし、表現する喜びや感動を味わえるように積極的に参加しましょう。 

 

３ 学習評価 

(1) 評価の観点と方法 

     評価 

観点 
 評 価 の 観 点                 評 価 の 方 法              

 

美術への 

関心・意欲・態度 

 

 

 美術を愛好し、意欲的、主体的

に表現や鑑賞の活動に取り組み、

その喜びを味わい、創造的な表現

と鑑賞の能力を身に付けようと

する。 

・ 学習状況の観察 

・ 課題の提出状況 

・ 作品制作への取組状況 

 

 

発想や構想の能力 

 

 

感性や想像力を働かせて自然

や身の回りの造形、美術作品など

のよさや美しさを感じ取り、主題

を生成し、表現を構想する。 

・ 作品制作の内容 

・ 自己評価の内容 

 

 

創造的な技能 

 

 

 創造的な表現をするために、表

現材料や表現形式を選択し、効果

的に生かす技能を身に付けてい

る。 

・ 作品制作の内容 

・ 自己評価の内容 

 

 

鑑賞の能力 

 

 

 美術について、作者、生活や自

然との関連、日本の美術の歴史な

どを理解し、美術作品などのよさ

や美しさを味わう。 

・ 鑑賞プリントの内容 

・ 相互評価の内容 

・鑑賞の感想の内容 

(2) 各学期及び学年末の評価 

    各学期の評価は、作品制作、授業態度、課題の提出状況を総合して行います。学年末の評価 

  は、1・2・3学期の評価を平均して行います。 

 

４ 学習のポイント 

○ 道具の準備や予習課題をして、授業に臨みましょう。 

○ 実技や実習においては、主体的な態度で積極的に学習しましょう。 

 

 

 



 

５ 学習計画(予定) 

 月   学 習 項 目     学習のねらい    学 習 活 動 

 ４ 

オリエンテーション 

 

絵画・彫刻 

〈表現〉鉛筆での表現 

 

〈表現・鑑賞〉モダンテ

クニック 

〈表現・鑑賞〉詩画（総

合造形） 

 

 

 

 

 

 

 

デザイン 

〈表現・鑑賞〉デザイン

の基本 

 

 

 

 

映像メディア表現 

〈鑑賞〉映像メディア表

現の基本 

 

絵画・彫刻 

〈表現〉自然の造形から

学ぶ 

 

 

 

 

 

絵画・彫刻 

〈表現〉展示実習 

 

 

 

デザイン 

〈表現・鑑賞〉私をプレ

ゼンテーションする 

 

 

 

 

 

・ 学習上の心構えと概説につ

いて理解します。 

・ 素描の要素(形・明暗・立体

感・質感・量感・動勢)を理

解し、意識して表現します。 

・ 技法の特徴とその効果を理

解します。 

・自分や他人の心を見つめ、詩

画を制作します。 

・ 多くの詩と詩画に触れて、

様々な表現の可能性を広げ

ます。 

・多くの造形素材に触れ、思い

を形にする中で表現とは何

かを学びます。 

・ デザインの基本的な考え方

について学び、制作実践を行

います。 

 

 

 

 

・ 映像メディア表現の基本的

な考え方について鑑賞を通

して学びます。 

 

・ 自然の造形を見つめ、それを

再現しようとする中で自分

の表現を見つめ直し、美術の

表現についての理解を深め

ます。 

 

 

 

・ 作品展示について実習を通

して学びます。 

 

 

 

・ デザインの手法を用いて自

分を分析し、自分についてプ

レゼンテーションを行いま

す。自己理解を深めるととも

にデザインの考え方をより

深いものにします。 

 

・ 授業内容、学習方法について 

の確認をします。 

・ 身近なものをデッサンしま

す。 

 

・ 様々なモダンテクニックを

学び、実践します。 

・ 多くの参考作品を鑑賞し、自

分の表現を見つけます。 

・粘土、紙、針金など様々な素

材の特徴を生かし、形体・色

彩・造形などを工夫して主題

を追求し学びを深めます。 

 

 

・ 多くの参考作品を鑑賞し、デ

ザインの考え方で作品制作

をします。 

 

 

 

 

・ 映像メディア表現の基本的

な考え方や技法について鑑

賞を通して学びます。 

 

・ 自然の石を参考に、紙と紙粘

土で石を再現します。 

・ 自然の造形を再現するには

どのようなテクニックを用

いるのか学びます。 

 

 

 

・ 自分の作品をよりよく展示

するためにはどうすればよ

いのかを実習を通して学び

ます。 

 

・ デザインの手法を用いて自

分を分析します。 

・ プレゼンテーション実習を

行います。 

・ デザインについてより深く

学びます。 

 ５ 
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